







季の高水温はアラメ葉状部の現存量を減少させ，特に夏季の最高水温が 30 °C を
超えた 2013 年にはアラメ・カジメ類のほぼすべての大型個体が消失した。また，
藻食性魚類の採食痕がアラメの側葉に見られるのは 9 月から翌年の 1 月であり，
成熟に伴う脱落により葉状部が減少する時期にあたることから影響が大きいと考







とバフンウニの調査を実施し，調査地の南西 18 km に位置する長崎市水産センタ
ーの水温を用いて，ウニの現存量と大型褐藻の密度との関係を, 水温を加味して解





















1998 年から 2002 年のアラメ・カジメ類の衰退期に減少したのに対し，メガイア
ワビは 2002 年以降優占したノコギリモクが消失した 2008 年に急激に減少した。
2010 年以降，マダカアワビは漁獲されず，メガイアワビも漁獲量の 5%以下とな
り，95%以上をクロアワビが占める状態となった。藻場が消失した 2008 年以降は
メガイアワビのほぼ全てで雌雄が判別できない状態であったのに対し，クロアワビ
ではほとんどの個体で雌雄の判別が可能であった。これらのことから，大型褐藻の
消失がアワビの餌環境の悪化をもたらし，特に定着性の強いメガイアワビでは成熟
できない状態にまで悪化したと考えられた。 
 以上の結果から，水温の上昇は藻場を形成する大型褐藻類に対して，高水温によ
る直接的な影響に加えて，植食動物の活動が活発化することによる間接的な影響を
与え，藻場の衰退や構成種の変化をもたらすと考えられた。この変化はアワビに対
して種特異的な影響を与え，アラメ・カジメ類の減少によりクロアワビとマダカア
ワビの減少を，周年繁茂する藻場の消失によりメガイアワビの減少をもたらし，大
型褐藻が消失した後はクロアワビのみが個体群の維持が可能であると推定された。
今後，藻食性魚類の影響下でも造成が可能と考えられる春藻場（春から初夏にかけ
て繁茂するが夏から冬はほぼ付着器のみで経過するホンダワラ類からなる藻場）や
小型海藻のみの状況でアワビ類の成長・成熟を支えることができるのか明らかにす
る必要がある。 
